
法人番号 3010001008757

デンカ株式会社

経済産業省

令和６年　9月時点

ナノマテリアル情報提供シート

材料名 カーボンブラック

事業者名



添付資料
備考

（測定方法等）
公表の可否

添付有

特性 添付無

結晶構造 添付無

凝集状態／分
散状態

添付有 ＴＥＭ画像

粒度分布 添付有 ＴＥＭ画像

平均一次粒径 ｎｍ 添付無
弊社ホームページ
物性表参照

製品粒径 ｎｍ 添付無

製品形状 添付無

密度 g/cm3 添付無０.０４～０.２５

ミクロンオーダーのアグリゲートの集合体（アグロ
メレート）

ＴＥＭ写真

２３～４８

数百μm

一次粒子径：球状
粒子形状：不定形のアグロメレート
製品外観：粉状、プレス状、顆粒状

２．ナノマテリアルの特性

電気、熱伝導性の高いカーボンブラック

項目 概要

１．SDSの添付

乱層黒鉛構造



比表面積 m2/g 添付無

表面電荷 ｍV 添付無

化学組成 添付無

その他物理化
学的特性（気孔
率、拡散、重力沈
降、収着、湿式及
び乾式移動、酸化
還元と光化学反応
の影響等）

添付無

炭素

３９～１３３

測定データ無し



主な用途① 用途分類 添付無

詳細分類

主な用途② 用途分類

詳細分類

主な用途③ 用途分類

詳細分類

主な用途④ 用途分類

詳細分類

主な用途⑤ 用途分類

詳細分類

製造・加工施
設及びプロセ
ス

添付無

計測技術と計
測結果

添付無

アセチレンガスの熱分解反応により製造

（２）ばく露情報

管理区分１

139

b
主な用途

h

３．ばく露情報

i

128

127



リスク評価結
果

添付無

労働者への教
育

添付無

４．リスク評価・管理の状況

未実施

粉じん測定結果の報告、説明等

5．その他
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デンカ株式会社 
電子・先端プロダクツ部門 特殊導電材料部 

 

初版作成日: 2001年3月15日 

改訂日：2021年3月15日(第16版) 

 

１．製品及び会社情報 

製品名  ： デンカブラック、DENKA BLACK Li 

品種名  ： 粉状,ﾌﾟﾚｽ50%,ﾌﾟﾚｽ100%,粒状,Li-335,FX-35,HS-100,  

SAB,OSAB,粉状Ｍ,SB-50L 

                    Li-100,Li-250,Li-400,Li-435  

会社名  ： デンカ株式会社  

住所  ： 東京都中央区日本橋室町２丁目１番１号 

担当部門 ： 電子・先端プロダクツ部門 特殊導電材料部 

電話番号 ： 03-5290-5567 

FAX番号  ： 03-5290-5479 

メールアドレス ： 010261@denka.co.jp 

緊急連絡先 ： 大牟田工場 第一製造部 AB課  TEL: 0944-52-1072 

          千葉工場 第四製造部 超高純度AB課  TEL: 0436-26-3234 

製造元      ： デンカ株式会社/東京都中央区日本橋室町２丁目１番１号 

Denka Singapore Pte.Ltd/300Ayer Merbau Road, Singapore 628282 

推奨用途    ： 二次電池部品、導電性プラスチック、導電性ゴム、ゴム補強剤、 

塗料、電線・電纜、乾電池、触媒担持材 

使用上の制限  ：  一般消費者用途 

   

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類 

 物理化学的危険性：  区分に該当しない 

健康に対する有害性： 区分に該当しない 

環境に対する有害性： 区分に該当しない 

 

ラベル要素 

絵表示またはシンボル： なし 

          注意喚起語：  なし 

         危険有害性情報： なし 

         注意書き：  なし 

         

他の危険有害性：①労働安全衛生法施行令別表第九 政令番号130 対象0.1%以上 

     粉じん障害予防規則（日本）の炭素原料に相当する。 
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②GHSに基づく危険有害性分類基準には該当しないが、以下の危険 

有害性を生じる可能性がある。 

 

     危険性： 本ＳＤＳ記載の作業条件（通常の条件）下では粉じん爆発しないと思われ 

る。 

     有害性：粉じんを長期間にわたり多量に吸引した時、呼吸器系への影響を生じる 

         恐れがある。 

     環境影響：粉じん等が外部に漏出した場合、景観等を損ねる恐れがある。 

  

３．組成、成分情報 

  化学物質・混合物の区分 ：化学物質 

  化学名又は一般名      ：カーボンブラック（Carbon black） 

  別名                  ：アセチレンブラック（Acetylene black） 

 化学式                ：Ｃ 

 ＣＡＳ番号            ：1333-86-4 

 官報公示整理番号（化審法・安衛法）   ：該当しない（元素） 

 分類に寄与する不純物及び安定化添加物 ：情報なし 

 濃度又は濃度範囲       ：100% 

 REACH登録番号 ：01-2119384822-32-0059（日本品） 

   01-2119384822-32-0053（シンガポール品） 

 

４．応急措置 

吸入した場合：   被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい 

     姿勢で休息させること。医師の手当、診断を受けること。 

皮膚に付着した場合：  皮膚を速やかに洗浄すること。 

目に入った場合： 水で数分間、注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズ 

を着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も 

洗浄を続けること。 

     眼の刺激が持続する場合、気分が悪い時は、医師の診断、 

     手当てを受けること。 

飲み込んだ場合：   口をすすぐこと。医師に連絡すること。 

予想される急性症状及び遅発性症状(吸入)：   咳、胸不快感、じん肺。 

最も重要な兆候及び症状：情報なし 

 

５．火災時の措置 

適切な消火剤：粉末消火剤、泡消火剤、炭酸ガス、窒素ガス、水噴霧 
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使ってはならない消火剤：棒状水 

火災時の特有の危険有害性： 

燃焼速度は極めて遅く、無煙である（くん焼、火の粉伝播）。 

     このため消火は着火部分を広範囲で取り除き、空気遮断 

     した後、霧状水で冷却する。 

     棒状水を着火部分に注水すると火の粉が飛散し、危険で 

ある｡ 

     火災によって刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生する 

     恐れがある。 

特有の消火方法： 火災の種類に応じて適切な消火剤を用いる。 

     危険でなければ火災区域から包袋または容器を移動する。 

     移動不可能な場合、包袋または容器及び周囲に散水して冷却 

     する。 

     消火活動は、有効に行える十分な距離から行う。 

     包袋または容器内に水を入れてはいけない。 

     消火後は、大量の水を用いて十分に包袋または容器を 

冷却する。 

消火活動を行う者の特別な保護具および予防措置：   

消火作業の際は、適切な空気呼吸器、化学用保護衣を着用 

する。 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置： 

   漏洩物に触れたり、その中を歩いたりしない。 

   直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。 

   関係者以外の立入りを禁止する。 

   作業者は適切な保護具（「８．ばく露防止及び保護措置」の項を参照）を 

   着用し、眼、皮膚への接触やガスの吸入を避ける。 

   漏洩しても火災が発生していない場合、密閉性の高い、不浸透性の保護衣を 

   着用する。 

   風上に留まる。 

   低地から離れる。 

環境に対する注意事項： 

   環境中に放出してはならない。 

回収、中和： 
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   漏洩物は清潔な帯電防止工具を用いて集め、プラスチック容器に入れ、 

   ゆるく覆いをし、後で廃棄処理する。 

封じ込め及び浄化の方法および機材： 

   危険でなければ漏れを止める。 

   乾燥した土、砂や不燃材料で覆い更にプラスチックシートで飛散を防止し、 

   雨に濡らさない。 

   水で湿らせ、防護囲いをし、後で廃棄処理する。 

二次災害の防止策： 

   すべての発火源を速やかに取除く（近傍での喫煙、火花や火炎の禁止）。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

  技術的対策： 

   「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着用する。 

  局所排気・全体換気： 

   「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の局所排気、全体換気を行なう。 

  安全取り扱い注意事項： 

   冷所に保管し、日光を遮断すること。 

   使用前に取扱説明書を入手すること。 

   すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。 

   接触、吸入又は飲み込まないこと。 

    粉じんの発生と拡散を防止する。 

    粉じんの堆積を避ける。 

   粉じんを吸入しないこと（じん肺法および粉じん障害防止規則に準じる対応を 

講じること）。 

近傍での喫煙、火花や火炎を取り扱わないこと。 

   取扱い後はよく手を洗うこと。 

  接触回避： 

   「１０．安定性及び反応性」を参照。 

保管 

  技術的対策： 

   取り扱うために必要な採光、照明及び換気の設備を設ける。 

  混触危険物質： 

   「１０．安定性及び反応性」を参照。 

  保管条件： 

     冷所に保管し、日光を遮断すること。また、近傍での火気厳禁。 
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     他の物質から離して保管すること。 

       多量に保管しないこと（万一、火災が発生した場合、消火困難が想定される 

    ため、消防法指定可燃物の保管管理を参考にすること）。 

 

      容器包装材料： 

       国連輸送法規で規定されている包装又は容器を使用する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

   許容濃度 

   （カーボンブラック） 

管理濃度：  厚生労働省告示369号(2004年10月1日)   3.0 mg/m3 

許容濃度（ばく露限界値、生物学的、ばく露指標）： 

    日本産業衛生学会勧告値  第2種粉じん 

吸入性粉じん    1mg/m3（2020年度版） 

総粉じん        4mg/m3（2020年度版） 

   ACGIH（2021年版） TLV-TWA    3 mg/m3 

            OSHA  Z-1         PEL                   3.5mg/m3 

       OELs        8hr-TWA              3.5mg/m3 

   （ISHL Article42； MOL Public Notice No1986-45  

      as amended thrugh MOEL Notice 2013-38)   

  

設備対策 

   局所排気装置、全体換気装置。貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と 

   安全シャワーを設置すること。 

 （じん肺法および粉じん障害防止規則に準じる対応を講じること） 

保護具 

呼吸器の保護具  ：防じんマスク（粒子捕集効率が99.9%以上であり 

国家検定に合格したもの） 

   手の保護具  ：ビニールまたはゴム製手袋。 

   眼の保護具  ：防じん眼鏡。 

   皮膚及び身体の保護具 ：保護衣（作業衣）。 

衛生対策 

   取扱い時に飲食または喫煙をしないこと。取り扱い後は石鹸でよく手を洗うこ 

と。保護具は定期的に点検すること。 

 

９．物理的及び化学的性質 
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物理状態：   粉状、粒状 

色：    黒色 

臭い：     無臭１） 

融点／凝固点   約3550℃（融点）１） 

沸点、初留点及び沸騰範囲：   データなし 

可燃性：     該当しない 

爆発下限会および爆発上限界／可燃限界： 該当しない 

引火点：   データなし 

自然発火点：   データなし 

分解温度：   データなし 

pH：    データなし 

動粘性率   該当しない 

溶解度    データなし 

オクタノール/水分配係数：   データなし 

蒸気圧：     negligible（20℃）１） 

密度および／または相対密度： 1.8-2.1（water=1）１） 

相対ガス密度：   該当しない 

蒸気密度（空気 = 1）：   該当しない 

粒子特性：   数百nm～10μm程度（アグリゲートもしくは 

    アグロメレートとして） 

１０．安定性及び反応性 

反応性：  強酸化剤と接触すると、発熱反応の恐れがある。 

安定性：    通常の条件では安定である。 

     高温の表面、火花又は裸火により発火する。 

危険有害反応可能性： 塩素酸塩、臭素酸塩、硝酸塩などの強酸化剤と反応する。 

            避けるべき条件：   加熱、スパーク、裸火は避ける。 

     粉じんの拡散を避ける。 

   600℃以上で着火する危険性がある。 

         400℃以上で火炎を生じることなく燃焼することがある。 

       防火上、多量に保管しないこと（万一、火災が発生した場合、 

消火困難が想定されるため、消防法指定可燃物の保管管理 

を参考にすること）。 

混触危険物質：   塩素酸塩、臭素酸塩、硝酸塩などの強酸化剤。 

危険有害な分解生成物：  燃焼生成ガスとして一酸化炭素、二酸化炭素。 
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１１．有害性情報 

     急性毒性： 

   経口   ラット LD50 15400mg/kg９） 

   経皮    情報なし 

   吸入（粉じん）   情報なし 

皮膚腐食性・刺激性： 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性： 

   rabbit試験データでは皮膚及び目に対する刺激性は無い。ヒトに対しては、 

カーボンブラック粒子が異物として働いたときに目蓋、結膜を変色させる可 

能性が有る２６）が、化学的な作用では無いため、皮膚及び目に対する刺激性が 

無いと判断した。 

  呼吸器感作性：    情報なし 

皮膚感作性：     情報なし 

生殖細胞変異原性： 

   デンカブラックについて、TA98を用いたプレインキュベーション法により試験 

   した結果、いずれの菌株においても復帰変異コロニーは陰性対象値の2倍未満 

   であったためAmes試験の結果は陰性と考えられた。(自主試験結果) 

   体細胞 in vivo 遺伝毒性試験（ラット肺胞細胞のDNA付加体形成試験）の 

結果は陽性である。８）本試験に使用されたカーボンブラック中の芳香族多環

水素類あるいは炎症に伴う活性酸素種の発生による可能性がある。標準的な

in vivo変異原性試験の情報がない。 

  発がん性： 

   ＩＡＲＣ ２Ｂ、日本産業衛生学会３０）２Ｂ   人間に対しておそらく発がん 

性があると考えられる物質（証拠が比較的十分でない物質）。  

     ＡＣＧＩＨ１０)   Ａ３ 

     ヒトに対して発がん性物質として分類できない物質。 

    ラットにおいて見られた腫瘍は、”lung overload”（肺への過剰負荷暴露） 

    に起因し、マウスやハムスターでは見られない。また、カーボンブラックの

疫学的調査において、カーボンブラックが人において問題となる健康事例が

ないので、発がん性の区分に該当しない。 

     その他の詳細情報は、カーボンブラック協会発行の「カーボンブラック取扱

い安全指針」参照のこと。 

  生殖毒性： 情報なし 

  特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露）：確定的な情報なし 

  特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露）：確定的な情報なし 

  誤えん有害性：データなし 



[デンカブラック、DENKA BLACK Li][デンカ株式会社][整理番号 AB-16][改訂日：2021 年 3 月 15 日] 

 
安全データシート 

JIS Z 7252,7253:2019 準拠 

[8 /12] 

デンカ株式会社 
電子・先端プロダクツ部門 特殊導電材料部 

 

１２．環境影響情報 

 生殖毒性： 

  ・水生環境有害性(急性)：   甲殻類（オオミジンコ）の24時間EC50 5600mg/L 

      (IUCLID)から、本物質の水溶解度が不溶（HSDB, 

      2004）において当該毒性を示さない。 

(区分に該当しない) 

  ・水生環境有害性(慢性)：   難水溶性で急性毒性が報告されておらず、水中 

      での挙動および生物蓄積性も不明である。 

      （分類できない） 

  

残留性・分解性：  情報なし。 

 生体蓄積性：   情報なし。 

 土壌中の移動性：  情報なし。 

 

オゾン層への有害性：  モントリオール議定書の付属書に列記されていな 

    い（区分に該当しない）。 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物： 

   廃棄においては、関連法規ならびに地方自治体の基準に従うこと。 

   都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは 

   地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理する。 

   廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を十分告知の 

   上処理を委託する。 

汚染容器及び包装： 

   容器は清浄にしてリサイクルするか、関連法規ならびに地方自治体の 

   基準に従って適切な処分を行う。 

   空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。 

   スプレー缶を廃棄する場合は、自治体により廃棄方法が異なるので該当 

   する自治体の規定に従うこと。 

 

１４．輸送上の注意 

国際規制 

  海上規制情報    ： IMOの規定に従う。 

    UN No.   ： 非該当 

           炭素で規定される UN No.1361は動植物由来の 

           カーボンブラックのみを対象とする。また 
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                 鉱物由来でかつ不活性のカーボンブラックは 

                 危険物に該当しないため、非該当。 

    Proper Shipping Name ： 該当しない 

    Class   ： 非該当 

          デンカブラックは自然発火性固体(PGⅠof 4.2) 

          および自己発熱性物質(Division 4.2)に該当し 

           ないことを確認済。（自主試験） 

    Packing Group  ： 非該当 

    Marine Pollutant ： 非該当 

  航空規制情報    ： ICAO規定に従う。 

国内規制 

  陸上規制情報    ： 非該当 

  海上規制情報    ： 船舶安全法の規定に従う。 

   国連番号  ： 非該当 

   品名   ： 非該当 

   クラス   ： 非該当 

         デンカブラックは自然発火性固体(PGⅠof 4.2) 

         および自己発熱性物質(Division 4.2)に該当し 

         ないことを確認済。（自主試験） 

   容器等級  ： 非該当 

   海洋汚染物質  ： 非該当 

  航空規制情報    ： 航空法の規定に従う。 

特別の安全対策 

   輸送に際しては、容器の破損、腐食、漏れのないように積み込み、荷崩れの 

   防止を確実に行う。 

 

１５．適用法令 

労働安全衛生法：名称等を表示すべき有害物 

（法第５７条、施行令第１８条の２別表９） 

名称等を通知すべき有害物 

       （法第５７条の２、施行令第１８条の２別表第９） 

        リスクアセスメントを実施すべき危険有害物（法第５７条の３） 

 粉じん障害防止規則 

 粉じん作業に該当するもの（第２条第１項） 

 別表第１号第８号（炭素原料を動力により破砕、粉砕、または 

 ふるい分ける場所における作業） 
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 別表第１第９号（炭素原料を乾燥、袋詰め、積込み、または積 

 み下ろす場所における作業） 

 別表第１第１１号（炭素原料を混合し、混入する場所における 

 作業） 

 特定粉じん発生源（第２条第２項） 

 別表第２第８号（屋内の炭素原料を動力により破砕し、粉砕し、 

 またはふるい分ける箇所） 

 別表第２第９号（屋内の炭素原料を袋詰めする箇所） 

 別表第２第１０号（屋内の炭素原料を混合し、混入する箇所） 

 特定粉じん作業（第２条第３項） 

 特定粉じん発生源における作業 

 呼吸用保護具を使用すべき作業（第２７条第１項） 

 炭素原料を乾燥するため乾燥設備の内部へ立ち入る作業、また 

 は屋内において、積込みもしくは積下ろす作業 

毒物及び劇物取締法： 非該当 

化学物質排出管理促進法： 非該当 

船舶安全法：  非該当 

じん肺法：        粉じん作業  

    カリフォルニア規制６５号:カーボンブラック(空気中、吸入性粒子サイズの非結合 

分子(airborne, unbound particles of respirable size)) 

は、カリフォルニア州のProposition 65に発がん性物質と 

して収載されています。 

 

１６．その他の情報 

        各国既存化学物質登録情報： 

     国名/規則                 登録名称               登録番号 

    USA/TSCA                   Acetylene black        1333-86-4 

        Australia/AICS             Carbon black           1333-86-4 

    China/IECSC                Carbon black           1333-86-4 

        Canada/DSL                 Carbon black           1333-86-4 

        EU/EINECS                  Carbon black           215-609-9 

        Korea/KECI                 Carbon black           KE-04682 

        New Zealand/NZIoC          Carbon black           1333-86-4 

        Philippines/PICCS          Carbon black           1333-86-4 

Switzerland/SCI            KOHLENSCHWARZ          1333-86-4 

Taiwan                    Carbon black           1333-86-4 
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1) この情報は、作成者の知識の及ぶ限りにおいて正確ですが、その内容の絶対的な情報の正

確性および情報収集の網羅性については完全ではありません。 

2) また、本記載内容は材料、製品に関するものであり、この材料が他の素材と組み合わされ

たり、処理された場合については想定しておりません。 

3) この材料を適切に使用する最終的決定の責任、およびこの情報をユーザー独自の取扱いに

適合させ、完全で満足できるものとする責任はユーザーにあります。 

4) 全ての材料には未知の危険性があり、取扱いに充分に注意する必要があります。        

このＳＤＳには特定の危険性について記載してありますが、これ以外の危険性が存在しな

いとは云えません。 

5) ご使用に際しては、必ず貴社にて事前のテストを行い、使用目的に適合するかどうか、お

よび安全性についてご確認ください。 

6) 本書の記載は新しい知見により断りなく変更する場合がありますのでご了承ください。 



デンカブラックＴＥＭ画像
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